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石川県県営住宅等 中期経営目標 

（実施期間 令和５年度～令和９年度） 

令和５年３月 策定 

 

１ 施設の設置目的 

県営住宅は、住宅に困窮する低額所得者に対して、低廉な家賃で賃貸することにより、

県民生活の安定と社会福祉の増進に寄与することを目的としています。 

 

２ 施設の果たすべき役割 

現在、５５団地約５，３００戸の県営住宅を管理しており、適正な居住水準の住宅を

確保することが困難な低額所得者や、高齢者、障害者、子育て世帯などに、健康で文化

的な生活を営むことができる住宅を供給し、住宅セーフティネットとしての役割を果た

しています。 

 

３ 事業内容 

（１） 入居者の管理 

県営住宅の入居者募集、入退去の手続き、家賃等に関することなど、石川県県営住

宅条例及び同条例施行規則、その他関係法令に基づき適切な管理運営を行っています。 

（２） 居住水準の確保 

住宅の基本的性能を確保するため、維持管理・修繕及び保守点検を実施しています。 

 

４ 現状と課題 

（１）  管理運営体制について 

・県営住宅では、民間のノウハウを活用して、施設を効率的・効果的に管理するた

め、指定管理者制度を平成１８年度から導入しています。 

・指定管理者は、入居者の募集、入退去の手続き、家賃等の収納、入居者からの相

談対応、各種申請の受付、住宅の維持管理・修繕及び保守点検などを行っており、

当中期経営目標の実施期間である令和５年度から９年度までは、「ヒューマンネ

ット・若草ホーム産業共同企業体」を指定管理者に指定しています。 

・指定管理者は、住宅管理に必要な専門知識を生かし、適切な県営住宅の管理に努

めています。 

・県は、入居者や家賃等の決定、家賃等の徴収を行うほか、指定管理者から、入居

者の相談や修繕の実施状況等について、定期的に報告を受け、運営指導を行うな

ど、適正な管理・運営に努めています。 
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・県は、指定管理者と調整し、老朽化した施設の更新・大規模修繕などを計画的に

実施しています。 

 

（２） 施設の利用促進及びサービス（満足度）向上について 

・指定管理者が運営する県営住宅管理センターは、県内に３ヵ所（金沢市２ヵ所、

野々市市１ヵ所）あり、入居者からの相談や苦情に２４時間体制で対応しています。 

・指定管理者の広報活動として、ホームページを活用した入居者の募集や、各種手

続きの案内を行っているほか、入居者には、年４回発行する「県住ニュース」や

火災予防チラシを配布するなど、情報発信に努めています。 

・今後も、指定管理者の創意工夫に基づいた効率的な管理運営により、入居者との

面談の機会を増やすなど、よりきめ細かなサービスを入居者に提供し、利便性の

向上に取り組んでいく必要があります。 

 

（３） 施設運営の効率化について 

・入居状況や施設情報、修繕履歴を管理する各種システムを構築し、県と指定管理

者で常に情報を共有しており、非常時にも即時対応できるよう連携を図り、迅速

かつ効率的な施設運営を行っています。 

・施設の維持修繕については、入居者から連絡があった場合には、必要に応じて県

営住宅管理センターの職員が訪問して現場を確認しているほか、定期的に巡回点

検を実施しています。 

・家賃滞納対策として、県と指定管理者が連携し、滞納初期段階から電話や戸別訪

問により納付指導を行うなど、収納率の向上に努めています。 

 

５ 中期経営目標 

（１）中期経営目標 

利用者アンケートによる満足度において、利用者サービスは８５％以上、施設の 

維持･管理は８０％以上を引き続き維持します。 

 

（２）測定指標と目標値 

測定指標 
基準値 

(H29～R１平均) 

中間目標値 

（R７） 

最終目標値 

（R９） 

利用者アンケート

における満足度 

利用者サービス ８７．８％ ８５％以上 ８５％以上 

施設の維持･管理 ８３．２％ ８０％以上 ８０％以上 
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６ 指定管理者が設定した目標達成に向けた具体的な取組内容 

（１） 施設の利用促進及びサービス（満足度）向上に向けた取り組み 

・適正な管理運営を行うため、県営住宅管理センターの職員にスキルアップのため

の研修を受講させ、必要な資格取得の支援に努めます。 

・入居者の利便性の向上を図るため、インターネットを活用した申請手続きの導入

を検討するほか、多数の入居者に適時適切に情報が届くよう、ＳＮＳによる情報

発信に取り組みます。 

・入居者及び団地自治会の防災意識を高めるため、地域の消防署と連携した消防訓

練を各団地で開催します。また、訓練と一緒に、昨今の防火・防災に関するグッ

ズや社会情勢等についても伝えていきます。 

・入居者と直接面談する機会を確保するため、消防訓練後等に相談受付等を設け、

５年間で、のべ２００回以上の訪問面談を実施します。 

・地域包括支援センターや民生委員と連携協力した高齢者の見守り戸別訪問を実施

するほか、花いっぱい運動など、入居者を支援する取組みを実施します。 

・団地自治会などの入居者の自治組織に対して、総会、役員会の開催方法、会計処

理、広報活動等について助言、支援を実施します。 

 

（２） 施設運営の効率化に向けた取り組み 

  ・入居者からの相談や苦情に適切に対応し、また、建物や設備・遊具等の適正な維持

管理を図るため、県営住宅の巡回・訪問を毎年度２０００人・回以上実施します。 
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参考資料 

 

 （１）利用者アンケート指標（利用者サービス）                        （単位：％） 

項目 Ｈ２９ Ｈ３０ Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３ 

良い ３７．８ ４０．１ ３８．６ ３８．７ ３７．８ 

概ね良い ５０．７ ４８．４ ４７．９ ４８．５ ４９．９ 

計 ８８．５ ８８．５ ８６．５ ８７．２ ８７．７ 

やや悪い ９．７ ９．８ １０．９ １０．７ １０．５ 

悪い １．８ １．７ ２．６ ２．１ １．８ 

 

 （２）利用者アンケート指標（施設の維持管理）                        （単位：％） 

項目 Ｈ２９ Ｈ３０ Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３ 

良い ２５．３ ２７．２ ２５．０ ２４．０ ２２．８ 

概ね良い ５９．１ ５６．６ ５６．５ ５８．３ ５９．７ 

計 ８４．４ ８３．８ ８１．５ ８２．３ ８２．５ 

やや悪い １２．２ １２．８ １４．８ １３．８ １４．２ 

悪い ３．４ ３．４ ３．７ ３．９ ３．３ 

 

 


